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【研究概要】 
・材料組織と破壊形態 

 の関連性の解明． 

・アルミより軽くて強い  

 マグネ管材の材料開 

 発と横断形状の設計 

 指針を得る． 

【期待される効果】 
・自動車，医療用機器 

 等の軽量化. 

・生産性の高いプレス 

 加工がしやすく，リサ 

 イクルに有利な材料 

 の設計指針が得られ 

 る． 
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